　今月の樹「ウメ」
　　　　　　
　阪神間でも中山梅林や甲山森林公園をはじめ大阪城公園や万博公園など大抵の公園には梅林が設けられていて花として眼を楽しませてくれる。また、日常生活でも梅干し、梅酢、梅酒などウメはさまざまな形で私たちの生活に溶け込んでいる。これだけ身近なものであるので、日本に昔から自生していたように思われるが実は遣唐使によって中国からもたらされた花木である。木々の芽吹きに先だち咲く清雅な花と高貴な香りは忽ち日本人に愛され、広く植栽されてすっかりお馴染みの樹木になりきって久しく、その学名もウメから転化したプルヌス・ムメ（Prumus.ｍume　）となっている。

＊和名の由来は「うむみ（熟実）の約転、中国名メイの転訛、薬用とし渡来した燻し梅「烏梅（うばい）」に由来するなど諸説がある。別名としてはむめ（古名）、春告花、匂草、風待草など。
＊中国中部原産、耐寒性に富み、北海道を除く全国で栽培され、九州の一部では野生化している。バラ科の落葉小高木～高木で、高さ５～６ｍ、直径２０～３０cmになる。樹皮は暗灰色で不揃いな割れ目が入る。新枝は緑色で無毛。ルーペで見ると白っぽい細点が無数にある。葉は互生し、葉身の長さ４～９cm、幅３～５cmの卵形または楕円形で先端は急に狭くなって尖り、基部は円形。縁に細かい鋸歯がある。両面共無毛。葉柄は１～２cmで微毛がある。蜜腺は葉身の基部、または葉柄の上部にある。
　花：開花の時期は冬期の気温に左右されるが通常は2月初旬～3月、葉の展開前に開花する。前年枝の葉腋に直径２～３cmの花が1～3個つく。花には芳香があり、ふつう白色、品種により紅色や淡紅色のものもある。雄しべは多数あり花弁より短い、めしべは1個。果実は核果で直径２，３ｃｍのほぼ球形、6月頃に黄色に熟する。核は直径1cmほどの扁平な楕円形で表面に小さな穴が多い。
　ウメは植物学上、ブンゴウメ（アンズとウメの雑種）、コウメ（葉、花、実が小形）、テッケンバイ（花弁がガク片より小）、ザロンバイ（八房ともいう。一花から数個結実）、リョクガクバイ（青軸ともいう。ガク、新梢が緑色）の五つ
に分類される。また、目的別では、鑑賞用に花　　　　　　　　　February，2014．NKC

梅、収穫用の実梅、兼用種に大別される。花梅は、園芸的に野梅系、豊後系、紅梅系の三系統に分類され、それぞれ多くの品種をもつ。野梅系は原種に近く、丈夫で花は中輪、香りも高い。

豊後系は枝が太く、大輪。紅梅系は野梅系に似るが、枝の切断面が赤いなどの特徴がある。
　年賀状の梅の枝図にほのぼのと新年を感じ、梅花ほころぶと聞けば心がはずむ。また、日頃のおにぎりやお茶漬けには梅干は欠かせない。

梅はさりげなく暮らしに溶け込んだ花木である。
　梅は春告花の別名があるように、春まだ浅い頃から馥郁たる香りと清楚な花をつけ、その姿を楽しむ「梅見」は古からの行事であった。万葉集には梅をテーマとする歌が１１４首も挙げられており、桜より人気があった。この時代には梅といえば白梅であったが、平安時代に入ると紅梅が好まれた。しかし、人々は梅より桜を愛でるようになり、平安京の紫宸殿の梅が桜に植えかえられたことにも象徴される。鎌倉時代に入ると、天神信仰の普及と共に、梅は再び脚光を浴びる花木に返り咲いた。江戸時代には梅干が商品化され、古来、貴族社会で育まれてきた梅文化は、どこの農家にも植えられるようになって庶民に親しまれるようになった。江戸時代に梅の品種も多く産出され、梅園も造られるようになった。水戸光圀は殖産振興の為に、城の近くに梅を植え、九代藩主斉昭が「偕楽園」（水戸）に梅を植えたことは有名である。
　明治以降は西洋文化の影響で観梅の習慣も衰退したが、昭和になってからは観光として再び人気を集めるようになって来、各地に梅の名所が知られ、観梅に訪れる人が増えている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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